
山
根
幸
夫
教
授
は
『
中
国
史
研
究
入
門
』
の
中
で
、
明
代
江
南
の
市

鎮
研
究
に
つ
い
て
、
鎮
志
等
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
の

①
 

実
態
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
既
に
鎮
志
・
市
志
・
里
志
・
村
志
等

を
分
析
し
、
『
明
清
江
南
市
鎮
研
究
』
と
し
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
は
未
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
に

そ
の
一
端
を
紹
介
し
、
諸
賢
の
教
示
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

草
市
か
ら
市
鎮
ヘ

市
鎮
と
は
即
ち
市
と
鎮
で
あ
る
。
そ
れ
は
農
村
の
都
市
化
の
過
程
の

結
果
で
あ
っ
た
。
唐
代
に
は
草
市
あ
る
い
は
村
市
が
あ
り
、
宋
代
に
お

い
て
、
商
品
経
済
の
発
達
に
と
も
な
い
草
市
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
。

そ
の
発
展
の
結
果
、
住
民
の
居
住
す
る
地
理
的
実
体
を
形
成
し
た
の

⑨
 

で
あ
り
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
原
基
市
場
で
あ
る
。
こ
の
原
基
市
場
は
市

と
呼
ば
れ
、
あ
る
い
は
墟
、
あ
る
い
は
歩
、
あ
る
い
は
埠
と
、
ま
た
は

店
、
場
、
集
等
々
と
呼
ば
れ
た
。

鎮
は
市
よ
り
一
層
大
き
く
、
人
口
も
市
よ
り
は
る
か
に
多
か
っ
た
。

鎮
は
小
都
市
あ
る
い
は
半
都
市
で
あ
っ
て
、
中
間
市
場
町
で
あ
っ
た
。

明
代
に
お
い
て
江
南
市
鎮
は
急
速
に
発
達
し
、
蘇
州
府
に
は
市
鎮
が

七
二
箇
所
も
あ
り
、
松
江
府
は
四
四
、
杭
州
府
は
五
二
、
嘉
興
府
は
四

一
、
湖
州
府
は
二
二
箇
所
も
あ
っ
た
。

清
代
以
来
、
江
南
の
市
鎮
は
さ
ら
に
発
達
し
続
け
、
乾
隆
時
代
に
お

い
て
蘇
州
府
で
は
市
鎮
が
一
三
九
に
も
達
し
、
松
江
府
で
は
一
―
六
に

も
達
し
た
の
で
あ
る
。

市
鎮
の
発
展
史
の
中
で
、
明
代
の
萬
暦
時
代
（
一
五
七
l

―
―
し
一
六
一
九
）

と
清
代
の
乾
隆
時
代
（
一
七
三
六
し
一
七
九
五
）
と
が
最
も
栄
え
て
お
り
、

笑

明

清

江

南

市

鎮

と

郷

村

の

都

市

化

に

つ

い

て
〔
解
説
〕
松

浦樹

ギ＝ヒ~
早心
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萬
暦
か
ら
乾
隆
に
か
け
て
江
南
の
市
鎮
は
急
速
に
発
達
し
、
両
時
代
は

市
鎮
の
発
達
に
お
け
る
高
潮
期
で
あ
っ
た
。

市
鎮
の
規
模
と
構
造

市
の
戸
数
は
約
数
百
戸
あ
っ
た
が
、
小
さ
い
市
の
戸
数
は
数
十
戸
か

ら
十
余
戸
で
あ
り
、
大
き
い
市
は
小
鎮
と
同
等
の
規
模
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
楓
橋
市
、
月
城
市
、
黄
渓
市
、
鶴
王
市
な
ど
は
規
模
の
大

き
い
市
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
市
の
経
済
は
、
江
南
に
お
い
て
か
な
り

重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

鎮
の
戸
数
は
約
数
千
戸
あ
り
、
大
鎮
の
戸
数
は
万
戸
程
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
南
簿
鎮
は
「
姻
火
万
家
」
と
さ
れ
、
盛
沢
鎮
は
「
居
民
万
有

余
戸
」
と
あ
り
、
烏
青
鎮
は
「
姻
火
万
家
」
で
あ
り
、
王
江
淫
鎮
は

e-

「
姻
戸
万
家
」
で
あ
り
、
撲
院
鎮
は
「
人
可
万
余
家
」
で
あ
っ
た
。

住
民
数
千
戸
の
鎮
は
多
く
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
黎
里
鎮
、
章
練
塘
鎮
、

江
湾
鎮
、
朱
淫
鎮
、
朱
家
角
鎮
、
同
里
鎮
、
臨
平
鎮
、
平
望
鎮
、
漢
洛

鎮
、
震
沢
鎮
な
ど
が
あ
る
。

市
鎮
の
町
の
構
造
は
一
般
的
に
十
字
港
型
、
丁
字
港
型
、
一
河
二
街

型
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
字
港
型
と
は
水
路
が
十
字
に
交
差
し
そ
の
交
差
し
た
水
路
を
中
心

に
市
鎮
が
形
成
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
、
南
薄
鎮
、
漂
院
鎮
、
王

江
淫
鎮
、
瑣
淫
鎮
、
南
瀕
鎮
、
梅
李
鎮
な
ど
が
あ
る
。

丁
字
港
型
と
は
水
路
が
丁
字
に
交
差
し
、
そ
の
交
差
地
点
に
市
鎮
を

形
成
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
塘
栖
鎮
や
王
店
鎮
な
ど
が
あ
る
。

一
河
二
街
型
と
は
水
路
を
は
さ
ん
だ
両
岸
に
市
鎮
を
形
成
す
る
も
の

で
、
黄
渡
鎮
や
破
石
鎮
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

市
鎮
は
市
街
す
な
わ
ち
町
並
だ
け
で
な
く
、
四
郷
と
呼
ば
れ
る
周
辺

地
域
を
も
含
ん
で
い
る
。
そ
の
四
郷
は
市
鎮
の
東
郷
、
西
郷
、
南
郷
、

北
郷
で
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
た
市
鎮
の
面
稽
は
か
な
り
大
き
く
、
た
と

え
ば
、
塘
栖
鎮
の
四
郷
は
東
郷
か
ら
西
郷
ま
で
約
六
〇
里
（
三

0
キ
ロ
）

あ
り
、
同
里
鎮
の
場
合
は
四
郷
が
五
三
村
、
西
唐
市
の
四
郷
は
一
九
村
、

西
徐
市
は
三
四
村
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

市
鎮
と
そ
の
機
能

江
南
長
江
デ
ル
タ
地
帯
の
農
業
や
手
工
業
及
び
商
業
等
は
極
め
て
発

達
し
て
い
た
た
め
、
市
鎮
の
分
布
密
度
は
非
常
に
高
い
。

あ
る
市
鎮
と
別
の
市
鎮
と
の
あ
い
だ
の
距
離
は
六
里
（
三
キ
ロ
）
、
一

二
里
（
六
キ
ロ
）
、
一
八
里
（
九
キ
ロ
）
、
二
四
里
(
―
ニ
キ
ロ
）
、
三
六
里

（
一
八
キ
ロ
）
等
と
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
市
鎮
間
の
距
離
は
約
二
四
里

(
―
ニ
キ
ロ
）
程
で
あ
る
。

県
の
商
業
の
中
心
地
、
即
ち
市
場
は
県
市
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
県
市
と
県
の
周
辺
の
市
鎮
と
商
業
・
手
工
業
の
面
に
お
い
て

ど
ち
ら
が
盛
ん
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
市
鎮
の
方
が
盛
ん
で
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あ
っ
た
。
一
般
的
に
、
県
は
政
治
の
中
心
地
で
あ
り
、
他
方
市
鎮
は
経
済
の
中

心
地
で
あ
っ
た
。

市
鎮
に
は
作
坊
と
呼
ば
れ
た
工
場
や
、
牙
行
や
商
店
も
集
中
し
て
い

た
た
め
、
市
鎮
の
経
済
は
県
の
経
済
よ
り
は
る
か
に
発
達
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
蘇
州
府
呉
江
県
の
県
市
の
戸
数
は
二
千
余
戸
あ
っ
た
が
、

呉
江
県
の
経
済
の
中
心
地
は
そ
の
県
市
に
は
無
く
、
盛
沢
鎮
や
平
望
鎮

や
震
沢
鎮
な
ど
の
市
鎮
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

盛
沢
鎮
は
絹
織
物
業
の
生
産
の
中
心
地
で
あ
り
、
そ
の
上
、
絹
織
物

の
交
易
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
「
凡
邑
中
所
産
、
皆
衆
子
盛

④
 

沢
鎮
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

平
望
鎮
は
米
穀
の
取
引
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
長
江
下
流
デ
ル
タ
地

域
に
は
三
大
米
殺
市
場
が
あ
り
、
即
ち
楓
橋
市
と
長
安
鎮
と
そ
れ
に
平

望
鎮
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
平
望
鎮
は
小
楓
橋
と
呼
ば
れ
、
小
長
安
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

震
沢
鎖
は
蚕
糸
の
取
引
の
中
心
地
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
南
薄
鎮
に
次

ぐ
蚕
糸
の
交
易
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
市
鎮
が
無
け
れ
ば
、
呉
江
県
の
経
済
活
動
も
あ
り
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

市
鎮
と
市
鎮
と
の
間
の
経
済
関
係
も
非
常
に
発
達
し
、
た
と
え
ば
盛

沢
鎮
の
絹
織
物
業
の
原
料
が
少
な
い
た
め
、
蚕
糸
な
ど
を
他
域
か
ら
搬

入
し
、
そ
れ
を
加
工
し
て
、
他
地
域
に
搬
出
し
て
い
た
。
そ
の
取
引
の

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
嘉
善
、
平
湖
、
新
市
、
洲
銭
、
石
門
、
桐
郷
、

王
店
、
渡
院
、
新
箋
、
沈
蕩
、
渫
水
、
木
漬
等
の
市
鎮
で
あ
っ
た
。

江
南
市
鎮
が
広
く
分
布
し
て
い
た
の
は
、
各
市
鎮
が
専
業
化
し
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
市
鎮
の
規
模
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
糸
絹
業
を
専

業
と
す
る
市
鎮
と
綿
布
業
を
専
業
と
す
る
市
鎮
の
二
種
類
で
あ
る
。
こ

の
他
に
、
米
穀
業
、
交
通
業
、
塩
業
、
漁
業
、
編
織
業
、
竹
木
山
貨
業
、

窯
業
、
鋳
造
業
、
刺
繍
業
を
専
業
と
す
る
九
種
類
の
市
鎖
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

江
南
地
域
に
お
い
て
市
鎮
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
農
村
の
都
市
化

に
と
っ
て
も
市
鎮
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

長
江
下
流
デ
ル
タ
に
お
い
て
、
大
規
模
な
市
鎮
の
規
模
は
県
よ
り
一

層
大
き
く
、
そ
の
経
済
地
位
は
県
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
南
簿
鎮
は
市
街
が
「
南
北
七
里
、
東
西
三
里
、
周
囲
十

里
」
あ
っ
た
。
同
鎖
は
湖
州
府
の
最
も
大
き
い
蚕
糸
の
取
引
市
場
と
な

っ
て
い
た
た
め
諺
語
に
は
「
湖
州
整
個
城
、
不
及
南
簿
半
個
鎮
」
と
言

⑤
 

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

烏
青
鎮
は
市
街
が
周
囲
一
八
里
（
九
キ
ロ
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
明
代

の
湖
州
城
と
嘉
興
城
は
周
囲
が
―
二
里
（
六
キ
ロ
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

四
市
鎮
と
郷
村
の
都
市
化
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で
あ
る
。

市
鎮
の
中
に
は
後
に
県
治
即
ち
県
の
役
人
の
駐
在
地
と
な
っ
た
も
の

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
裳
湖
鎮
は
平
湖
県
の
県
治
と
な
り
、
魏
塘
鎖
は

嘉
善
県
の
県
治
と
な
り
、
唐
行
鎮
は
青
浦
県
の
県
治
と
な
り
、
鳳
鳴
市

は
崇
徳
県
の
県
治
と
な
り
、
朱
淫
鎮
は
金
山
県
の
県
治
と
な
り
、
狭
石

鎮
は
海
寧
県
の
県
治
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
市
鎖
が
既
に
県
の
規
模
と
機
能
を
有
し
て
い
た

と
言
え
る
。

上
述
の
考
察
に
よ
っ
て
、
結
論
を
述
べ
て
み
た
い
。

明
清
時
代
に
お
い
て
、
市
鎮
は
経
済
の
中
心
地
と
し
て
、
そ
の
地
位

が
県
よ
り
は
る
か
に
高
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
市
鎖

は
郷
村
の
都
市
化
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
江
南
の

都
市
経
済
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
江
南
市
鎮
の
研
究
は
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

註

①
山
根
幸
夫
編
『
中
国
史
研
究
入
門
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
九
月
）
下
、

明
代
、
社
会
・
経
済
の
都
市
の
項
（
四
九
ー
五

0
頁
）
参
照
。

③

G
.
w
．
ス
キ
ナ
ー
著
『
中
国
農
村
の
市
場
・
社
会
構
造
』
（
今
井
清
一
等

五

結

論

こ
こ
に
上
梓
し
た
「
明
清
江
南
市
鎮
と
郷
村
の
都
市
化
に
つ
い
て
」

は
、
中
国
上
海
の
復
旦
大
学
歴
史
系
副
教
授
で
あ
り
、
一
九
八
六
年
六

月
八
日
よ
り
十
二
月
二
日
ま
で
、
関
西
大
学
交
換
教
授
と
し
て
来
日
さ

れ
た
奨
樹
志
氏
の
『
明
清
江
南
市
鎮
研
究
」
（
未
刊
）
の
一
概
要
で
あ
る
。

奨
氏
は
一
九
三
七
年
に
浙
江
省
湖
州
に
生
れ
ら
れ
、
一
九
六
二
年
に

処
女
論
文
「
明
清
漕
運
述
略
」
（
『
学
術
月
刊
』
一
九
六
二
年
第
十
期
）
を
発

表
さ
れ
て
以
来
、
一
貫
し
て
明
清
時
代
の
社
会
経
済
史
の
研
究
、
と
り

わ
け
土
地
問
題
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
。

そ
の
研
究
の
過
程
で
、
都
市
経
済
と
郷
村
経
済
の
中
に
立
つ
市
鎖
の

役
割
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
近
年
、
市
鎮

研
究
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
同
氏
の
市
鎮
研
究
関
係
の
論

⑤ ④ ③
 

〔
解
説
〕

訳
）
法
律
文
化
社
、
一
九
七
九
年
。

斯
波
義
信
「
宋
代
江
南
の
村
市
と
廟
市
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
四
四
巻
―

i
二、

一
九
六
一
年
）
、
同
「
中
国
中
近
世
の
都
市
と
農
村
」
（
『
近
世
都
市
の
比
較

史
的
研
究
』
、
大
阪
大
学
文
学
部
共
同
研
究
論
集
第
一
輯
、
一
九
八
二
年
）
。

咸
豊
『
南
簿
鎖
志
』
巻
一
、
謡
城
。
民
国
『
南
渇
志
』
巻
二
、
公
署
。

乾
隆
『
盛
湖
志
』
巻
上
、
沿
革
。
乾
隆
『
烏
青
鎮
志
』
巻
二
、
形
勢
．

軍
統
『
聞
川
志
稿
』
巻
一
、
沿
革
。
民
国
『
源
院
鎮
志
』
巻
一
、
種
城
。

乾
隆
『
呉
江
県
志
』
巻
四
、
鎮
市
村
。
同
上
魯
、
巻
五
、
物
産
。

劉
大
鉤
著
『
呉
興
農
村
経
済
』
上
海
文
瑞
印
街
局
、
一
九
三
八
年
。
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文
の
内
、
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
論
明
清
蕪
松
嘉
湖
農
家
経
営
的
商
品
化
」
、
『
中
国
古
代
史
論
業
』

一
九
八
二
年
第
一
期
。

「
明
代
江
南
農
業
経
済
的
新
変
化
」
、
『
歴
史
教
学
問
題
』
一
九
八

三
年
第
一
期
。

「
明
代
江
南
市
鎖
研
究
」
、
『
明
史
研
究
論
叢
』
第
二
輯
、
一
九
八

三
年
六
月
。

「
明
清
時
代
的
襖
院
鎮
」
、
『
江
海
学
刊
」
一
九
八
五
年
第
三
期
。

「
十
一
至
十
七
世
紀
江
南
農
業
経
済
的
発
展
ー
ー
に
伝
統
経
済
結
構

突
破
的
区
域
性
考
察
—
|
＇
」
『
中
国
封
建
社
会
経
済
結
構
研
究
』

所
収
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
四
月
。

が
あ
り
、
こ
の
他
、
刊
行
準
備
中
の
も
の
と
し
て
、

「
明
代
浙
江
市
鎮
分
布
与
結
構
」
、
『
歴
史
地
理
』
第
五
輯
゜

が
あ
る
。

換
氏
の
品
如
清
時
代
に
お
け
る
江
南
市
鎮
“
の
研
究
方
法
は
、
上
海

市
図
書
館
、
復
旦
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
明
清
時
代
か
ら
民

国
時
代
に
お
よ
ぶ
江
南
各
地
の
総
志
を
は
じ
め
と
し
て
、
府
志
、
県
志
、

鎮
志
、
さ
ら
に
我
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
利
用
困
難
な
里
志
、
村
志
を

博
捜
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
く
、
極
め
て
実
証
的
な
研
究
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
奨
氏
は
中
国
の
研
究
者
に
数
々
見
ら
れ
る
先
学
研
究
を
無

視
す
る
と
い
う
態
度
で
無
く
、
広
く
世
界
の
江
南
市
鎮
研
究
者
の
業
績

を
踏
ま
え
、
そ
の
上
で
、
同
氏
が
収
集
さ
れ
た
史
料
に
拠
っ
て
論
を
展

開
す
る
と
い
う
、
と
く
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

研
究
方
法
に
も
と
づ
い
て
綿
密
に
論
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
論
文
は
、
同
氏
が
上
海
に
お
ら
れ
る
時
、
将
来
の

来
日
に
そ
な
え
約
二
か
年
に
渉
っ
て
独
習
さ
れ
た
日
本
語
で
著
さ
れ
た

原
稿
を
も
と
に
僭
越
な
が
ら
筆
者
が
手
を
加
え
、
同
氏
の
了
解
の
も
と

に
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
奨
氏
の
研
究
の
大
要
の
極
一
部
で
あ
る
が
、
氏
の
研
究

方
法
、
研
究
姿
勢
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
我

国
で
も
朧
気
に
理
解
さ
れ
て
い
た
明
清
時
代
の
江
南
市
鎮
の
状
況
が
明

確
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
史
を
理
解
す
る
上
で
、
一
般
に
中
国
で
も
、
日
本
で
も
、
北
・

南
と
大
ま
か
な
地
理
区
分
に
よ
っ
て
そ
の
地
域
の
特
質
を
理
解
し
て
き

た
が
、
今
回
の
焚
氏
の
研
究
に
よ
り
江
南
デ
ル
タ
地
域
の
経
済
構
造
が

詳
細
に
な
り
、
そ
の
機
能
が
多
岐
に
お
よ
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
換
言
す
れ
ば
、
奨
氏
は
明
清
時
代
の
社
会
経
済
史
研

究
者
の
み
な
ら
ず
、
中
国
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
簡
単
に
地
域

の
特
質
を
論
じ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
指
摘
さ
れ
た
と
言
え
る
。

以
上
の
意
味
か
ら
も
、
奨
氏
の
論
文
は
我
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
も

有
益
と
考
え
上
杵
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
今
後
、
奨
氏
が
発

表
さ
れ
る
『
明
清
江
南
市
鎮
研
究
』
の
刊
行
に
待
ち
た
い
。

（
関
西
大
学
助
教
授

松

浦

章

）
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